
     

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 建築の神事に見る“つながり”のかたち W 様邸地鎮祭

料金後納 

ゆうメール 

IKKONEWS 2025.9 月号 №96 

地元密着東三河での不動産と建築のことなら小さなことでもお気軽にご相談下さい！ 

※ニュースレターがご不要な場合はお手数ですが 0532-46-9336 まで 

〒441-8071 豊橋市大山町字西大山 52 番地 https://ikko-group.jp/ 

かつては戸建住宅を建てる際、地鎮祭や上棟式、もち投げなどの神事が、ご

近所との交流の場として自然に行われていました。しかし近年は、生活様式の

変化や人付き合いの希薄化に加え、コロナ禍の影響もあり、こうした行事を省

略するケースが増えています。そんな中、先日、地域で⾧年お米屋さんを営む

ご家族のご親族宅の地鎮祭を執り行った際、町内の祭りにも納めている“つき

たてのおもち”を、施工に携わる私たちにもふるまってくださいました。 

若手社員が語る「建設の仕事の魅力」

近年、一幸建設では入社 3～4 年目の若手社員が、学生向け業界研究会や就職ガイダン

スで講師役を務めています。現場での経験をもとに、建設のやりがいや成⾧の実感を自ら

の言葉で伝える姿は、とても頼もしく感じます。経営陣が語るよりも、学生に近い目線で

の話はリアリティがあり、聴く側にも強く響いているようです。準備や発表の場を通じ

て、自らのキャリアを見つめ直す良い機会にもなり、社会人としての誇りや責任感をさら

に育んでくれています。 

こうした若手社員の前向きな姿勢と努力に、心から感謝します。そして彼らが次の

世代の見本となり、地域の未来を共に築いていけることを、私たちは何より嬉しく

思います。 

「娘が嫁いで新しい家を建てるのだから、上棟式ではささやかでも

お供え餅と隅もちを用意し、もち投げも行いたい」というご両親の言

葉には、家づくりを“家族の節目”として大切にする想いが込められて

いました。神事や習わしには費用もかかるため、私たち施工会社から

無理におすすめすることはありませんが、こうした地域や家族の絆を

感じる場面に立ち会うと、失われつつある良き風習を少しでも次の世

代へ繋いでいきたいと感じます。時代が変わっても、「人と人のつな

がりを大切にする心」こそが、家づくりの原点なのかもしれません。 

正月餅・投げ餅をはじめ、慶弔用の 
本格杵つき餅をご提供いただけるお店です。 

←会社 HP 
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東海工業専門学校 学内説明会 

高校生向け 
合同説明会 



 


